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一 

は
じ
め
に 

現
在
の
教
科
書
に
お
け
る
鎌
倉
時
代
の
始
ま
り
は
一
一
八
五
年
。
壇
ノ

浦
の
戦
い
で
平
家
が
滅
亡
し
た
後
に
、
源
頼
朝
が
義
経
追
討
の
た
め
に
守

護
と
地
頭
を
設
置
し
た
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
頼
朝
が
征
夷

大
将
軍
に
任
命
さ
れ
た
一
一
九
二
年
が
鎌
倉
時
代
の
は
じ
ま
り
と
記
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
大
き
な
歴
史
区
分
と
し
て
も
平
安
時
代
と
鎌
倉
時
代
は

「
古
代
」
か
ら
「
中
世
」
へ
移
り
変
わ
る
大
き
な
境
目
で
も
あ
り
ま
す

が
、
歴
史
学
で
い
え
ば
そ
の
境
目
は
非
常
に
曖
昧
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
放
映
中
の
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13

人
」
の
時
代
は
ま
さ
に
こ
の

混
沌
と
し
た
時
代
で
、
政
治
の
中
心
が
京
の
公
家
か
ら
鎌
倉
の
武
士
へ
移

り
、
そ
の
鎌
倉
で
権
力
を
持
ち
始
め
た
武
士
達
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
展
示
で
は
、
ド
ラ
マ
と
同
じ
頃
の
秦
野
市
域
の
様
子
、
こ
の
地
を

名
字
と
し
た
波
多
野
氏
は
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
た
の
か
、
鎌
倉
時
代
の

も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
考
古
遺
物
や
、
鎌
倉
時
代
の
公
的
な
歴
史
記
録

と
さ
れ
る
『
吾
妻
鏡
』
な
ど
の
史
料
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。
文
献
史
料
が

残
ら
ず
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
秦
野
の
鎌
倉
時
代
で
す
が
、
モ
ノ
で

残
っ
た
資
料
や
文
字
で
記
さ
れ
た
一
場
面
な
ど
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
秦
野

の
様
子
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

二 

在
地
領
主
の
館
跡 

東
田
原
中
丸
遺
跡 

 

東
田
原
中
丸
遺
跡
は
、
丹
沢
山
麓
か
ら
舌
状
に
伸
び
る
標
高
約
一
五
〇

ｍ
の
微
高
地
に
立
地
し
、
周
辺
は
、
丹
沢
か
ら
流
れ
る
小
河
川
を
水
源
と

す
る
水
田
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
遺
跡
内
に
は
、
秦
野
市
指
定
史
跡
「
源

実
朝
の
首
塚
」
が
所
在
し
ま
す
。
平
成
一
二
年
度(

二
〇
〇
〇)

に
実
施
さ

れ
た
発
掘
調
査
に
よ
り
、
中
世
の
掘
立
柱
建
物
群
、
段
切
遺
構
、
柵
列
、

焼
土
群
が
検

出
さ
れ
た
ほ

か
、
か
わ
ら

け
、
白
か
わ

ら
け
や
青

磁
・
白
磁
の

磁
器
類
、
国

産
陶
磁
器
と

い
っ
た
遺
物

が
出
土
し
ま

し
た
。
出
土

遺
物
か
ら
一

二
世
紀
末
～

一
三
世
紀
中

頃
の
遺
構
だ

と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

建
物
の
規

模
や
出
土
遺

物
の
質
や
量

東田原中丸遺跡周辺地図 

鎌
倉
時
代
の
秦
野 

は
だ
の
歴
博
物
館 

企
画
展 
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か
ら
在
地
領
主
の
館
跡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

(
一) 

遺
構
か
ら
わ
か
る
こ
と 

東
田
原
中
丸
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
掘
立
柱
建
物
は
、
主
軸
が
異
な
る
２
群

か
ら
な
っ
て
お
り
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
→
Ａ
グ
ル
ー
プ
→
焼
土
群
と
い
う
遺
構

群
の
変
遷
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
掘
立
柱
建
物
は
四
面
庇

を
有
す
る
総
柱
式
の
も
の
が
多
く
、
四
回
程
度
建
替
え
ら
れ
た
も
の
も
あ

り
ま
す
。 

 

ま
た
、
第
二
次
調
査
で
確
認
さ
れ
た
中
世
遺
構
群
は
、
十
二
世
紀
末
～

十
三
世
紀
中
頃
の
も
の
で
す
。
そ
の
頃
、
秦
野
地
域
を
治
め
て
い
た
の
は

波
多
野
氏
で
あ
り
、
発
見
さ
れ
た
遺
構
群
は
波
多
野
氏
と
関
連
す
る
館
跡

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

（
二
）
出
土
遺
物
か
ら
わ
か
る
こ
と 

 

東
田
原
中
丸
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
か
わ
ら
け
、
白
か
わ
ら

け
、
中
国
製
の
白
磁
や
青
磁
、
常
滑
や
渥
美
の
国
産
陶
器
、
長
崎
産
の
滑

石
製
石
鍋
な
ど
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
発
見
さ
れ
た
遺
物
は
、
渋
谷
氏
と
関
連
す
る
館
跡
と
い
わ
れ
る

宮
久
保
遺
跡
（
綾
瀬
市
）
や
上
浜
田
遺
跡
（
海
老
名
市
）
の
中
世
遺
物
よ

り
量
や
質
が
劣
る
も
の
の
、
独
立
農
民
（
名
主
）
の
館
跡
と
考
え
ら
れ
て

い
る
三
ツ
俣
遺
跡
（
小
田
原
市
）
よ
り
も
遺
物
量
が
多
く
良
質
で
勝
っ
て

い
ま
す
。 

か
わ
ら
け
は
、
使
い
捨
て
の
素
焼
き
の
皿
の
こ
と
で
、
九
～
一
〇
世
紀

に
京
都
で
穢
れ
観
念
が
定
着
す
る
中
で
、
儀
式
や
饗
応
等
の
非
日
常
の
場

で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。 

 

東
田
原
中
丸
遺
跡
の
か
わ
ら
け

は
、
一
三
世
紀
初
頭
～
前
葉
と
一

三
世
紀
中
葉
に
属
す
手
づ
く
ね
成

形
と
ロ
ク
ロ
成
形
の
も
の
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
ロ
ク
ロ
成
形
の
か

わ
ら
け
を
み
る
と
側
面
が
立
ち
上

が
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
き
、
都

市
鎌
倉
周
辺
で
み
ら
れ
る
も
の
と

同
じ
よ
う
な
器
形
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。 

東
国
の
か
わ
ら
け
は
褐
色
を
し

て
い
ま
す
が
、
京
都
の
か
わ
ら
け

は
、「
白
か
わ
ら
け
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
全
般
的
に
白
か
乳
白
色
あ
る

い
は
灰
白
色
を
し
て
お
り
、
京
文

東田原中丸遺跡第二次調査 掘立柱建物群 

東田原中丸遺跡出土 かわらけ・白かわらけ 
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化
を
模
倣
す
る
東
国
武
士
団
の
憧
れ
の
一
つ
で
し
た
。 

東
田
原
中
丸
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
白
か
わ
ら
け
数
点
は
、
そ
の
胎
土
や

成
形
方
法
か
ら
京
都
周
辺
の
土
を
使
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
が
、
鎌
倉
経

由
で
搬
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

コ
ラ
ム 
波
多
野
城
址 

 

天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
に
成
立
し
た
『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』

に
は
、「
村
の
西
境
、
金
目
川
の
傍
、
字
小
附
（
小
津
久
惠
）
に
在
、
少

く
高
き
地
に
し
て
、
空
塹
を
廻
ら
し
蹟
あ
り
今
畑
（
一
町
四
五
段
）
と
な

る
、
波
多
野
次
郎
の
城
跡
と
云
傳
ふ
」
と
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
正

八
年
（
一
九
一
九
）
五
月
に
寺
山
字
小
附
に
碑
が
建
て
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
周
辺
は
、
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
以
降
断
続
的
に
七
回
に
わ

た
る
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
城
跡
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
は
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

発
見
さ
れ
た
遺
物
は
、
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
土
器
の

量
が
一
番
多
く
、
第
七
次
調
査
で
実
施
さ
れ
た
小
附
の
台
地
上
か
ら
出
土

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
堀
と
呼
ば
れ
る

部
分
に
お
い
て
、
青
磁
や
白
磁
と
い
っ
た

中
世
の
遺
物
も
少
量
出
土
し
た
ほ
か
、
第

二
次
調
査
で
は
古
代
の
土
層
か
ら
馬
の
歯

が
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
雨
乞
い
等
の

儀
式
の
た
め
投
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

波
多
野
城
址
の
碑
は
、
大
正
八
年
（
一

九
一
九
）
四
月
に
史
跡
名
勝
天
然
紀
念
物

法
の
公
布
に
影
響
さ
れ
、
郷
土
の
歴
史
に

愛
着
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
設
置
さ
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

二 

公
家
か
ら
武
士
へ 

平
安
時
代
の
秦
野 

平
安
時
代
。
朝
廷
で
権
力
を
振
る
っ
た
藤
原
道
長
が
亡
く
な
っ
た
年
に

東
国
で
は
平
忠
常
（
た
い
ら
の
た
だ
つ
ね
）
の
乱
が
起
き
、
乱
の
平
定
の

た
め
に
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
源
氏
が
東
国
で
地
盤
を
築
く
足
が
か
り
と

な
り
ま
し
た
。
波
多
野
氏
も
こ
の
時
か
ら
相
模
へ
居
住
し
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
末
期
に
は
、
武
士
と
し
て
京
で
政
治
の
頂
点
を
掴
ん
だ
平
家

と
、
鎌
倉
で
武
士
の
集
う
政
治
の
中
心
を
築
い
た
源
氏
と
い
う
武
家
同
士

の
争
い
が
お
き
、
源
氏
の
勝
利
の
末
に
東
国
で
武
家
の
政
権
が
誕
生
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
政
権
が
西
の
公
家
か
ら
東
の
武
家
へ
と
移
り
変
わ
る

頃
、
平
安
時
代
の
秦
野
市
域
と
波
多
野
氏
の
様
相
を
見
て
い
き
ま
す
。 

 

 

波多野城址（昭和三〇年代） 
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執
政
所
抄 

十
二
月 

廿
八
日
。
冷
泉
院
殿
御
忌
日
事 

 

色
紙
摺
経
一
部
、
笏
賀 

 
素
紙
経
五
部 

 
 
 

二
部 

波
多
野 

 

二
部 

粟
倉 

 

解 

説 
 

 

荘
園
と
し
て
波
多
野
の
名
が
見
ら
れ
る
最
初
の
史
料
。『
執
政
所
抄

（
し
っ
せ
い
し
ょ
し
ょ
う
）
』
は
摂
関
家
の
藤
原
氏
で
執
り
行
う
年
中
行

事
に
つ
い
て
を
後
世
の
た
め
に
記
し
た
記
録
。
年
代
不
詳
で
す
が
、
藤
原

忠
実
が
執
政
す
る
時
代
の
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
か
ら
保
安
二
年
（
一

一
二
一
）
に
記
さ
れ
、
後
に
追
記
も
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
冷
泉
院
殿
の
忌
日
に
あ
た
り
納
め
る
素
紙
経
（
装
飾
の
な
い
写

経
）
五
部
の
う
ち
二
部
を
波
多
野
か
ら
負
担
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で

す
。
な
お
粟
倉
は
現
岡
山
県
に
あ
る
地
名
で
す
。 

 

近
衛
家
所
領
目
録 

一
請
所 

（
略
） 

同 

国
（
信
濃
国
） 

 
 

相
模
国 

英
多
庄
（
埴
科
郡
） 

 

三
崎
庄
（
三
浦
郡
） 

冷
泉
宮
領
内 

 
 
 

 
 
 

冷
泉
宮
領
内 

 

同 

国
（
相
模
国
） 

 
 

甲
斐
国 

波
多
野
（
中
郡
） 

 
 

小
笠
原
（
巨
摩
郡
） 

冷
泉
宮
領
内 

 
 
 

 
  

篤
子
中
宮
領
内 

（
略
） 

建
長
五
年
十
月
廿
一
日
注
出
之 

＊ 

請
所
（
う
け
し
ょ
・
う
け
ど
こ
ろ
）
…
…
地
頭
・
名
主
な
ど
現
地
の
土
地
管

理
者
が
、
荘
園
領
主
（
土
地
の
持
ち
主
）
に
対
し
て
一
定
額
の
年
貢
納

入
を
請
け
負
い
、
代
わ
り
に
年
貢
徴
収
な
ど
管
理
を
委
任
さ
れ
る
地
。 

 

解 

説 
 

 

鎌
倉
時
代
の
建
長
五
年
（
一
二
五
六
）
に
記
さ
れ
た
、
藤
原
氏
五
摂
家

の
筆
頭
と
さ
れ
る
近
衛
家
の
所
領
目
録
。
私
的
な
相
伝
地
や
、
一
定
の
権

利
を
保
有
し
て
寺
社
に
寄
進
し
た
所
領
な
ど
、
畿
内
を
中
心
に
一
五
三
か

所
の
庄
園
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
波
多
野
は
近
衛
家
の
所
有
す
る
荘
園
で

し
た
が
「
請
所
」
な
の
で
、
在
地
領
主
に
管
理
を
委
任
す
る
荘
園
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
相
模
国
の
三
崎
が
冷
泉
宮
領
か
ら
受

け
継
が
れ
た
請
所
と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
一
）
平
忠
常
の
乱
―
源
氏
が
東
国
に
基
盤
を
つ
く
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た 

 

上
総
・
下
総
を
掌
握
し
て
い
た
平
忠
常
が
安
房
国
に
赴
任
し
て
い
た
安

房
守
惟
忠
を
焼
き
殺
し
た
こ
と
か
ら
起
こ
っ
た
乱
。
朝
廷
か
ら
は
平
直
方

（
た
い
ら
の
な
お
か
た
）
ら
平
氏
を
中
心
に
派
遣
す
る
も
三
年
経
過
し
て
も

平
定
で
き
ず
、
改
め
て
源
頼
信
ら
が
派
遣
さ
れ
る
と
、
忠
常
は
戦
わ
ず
し

て
降
伏
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
波
多
野
氏
の
祖
と
さ
れ
る
佐
伯
経
範

（
さ
え
き
の
つ
ね
の
り
）
も
こ
の
時
に
頼
信
の
軍
に
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
後
、直
方
が
鎌
倉
に
あ
る
屋
敷
を
頼
信
へ
譲
り
娘
を
嫁
が
せ
、

こ
れ
が
後
に
頼
朝
が
鎌
倉
を
拠
点
と
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。 

 

（
二
）
前
九
年
合
戦
―
源
氏
が
武
士
の
頭
領
た
る
起
源
と
し
て
語
り
継
が
れ
た 

陸
奥
国
の
豪
族
安
倍
氏
が
反
乱
し
た
と
し
て
朝
廷
か
ら
源
頼
義
が
派
遣 

起
こ
し
た
人 

起
き
た
国
（
場
所
） 

時 

平
た
い
ら
の

忠
常

た
だ
つ
ね 

上
総
・
下
総
・
安
房
（
房
総
半
島
・
現
在
の
千
葉
県
） 

長
元
一
～
四
年
（
一
〇
二
八
～
三
一
） 

平
定
し
た
人 

源
み
な
も
と
の

頼
信

よ
り
の
ぶ

・
頼
義

よ
り
よ
し 



5 

 

さ
れ
た
戦
い
で
す
。
反
逆
者
で
あ
る
蝦
夷
・
安
倍
氏
を
征
討
し
た
と
し

て
、
源
氏
の
格
式
を
語
る
上
で
神
話
化
さ
れ
た
戦
い
で
も
あ
り
ま
す
。
黄

海
の
合
戦
で
は
佐
伯
経
範
の
壮
絶
な
戦
死
が
軍
記
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
後
の
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
に
起
き
る
後
三
年
合
戦
で
は
頼
義
の

子
で
あ
る
義
家
が
東
北
へ
赴
き
ま
し
た
。
こ
の
頼
義
・
義
家
の
子
孫
が
源

氏
の
中
で
も
力
を
持
ち
、
源
頼
朝
へ
繋
が
り
ま
す
。 

『
陸
奥
話
記
』
に
記
さ
れ
た
佐
伯
経
範 

 

前
九
年
合
戦
は
最
終
的
に
朝
廷
軍
の
源
頼
義
が
勝
利
し
ま
す
が
、
黄
海

(

き
の
み)

の
戦
い
で
は
大
敗
し
、
頼
義
父
子
は
辛
う
じ
て
逃
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
中
に
頼
義
が
敵
軍
に
囲
ま
れ
絶
命
し
た
と
思
わ
れ
る
状
況
で
、
佐

伯
経
範
は
囲
み
へ
入
り
絶
命
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。『
陸
奥
話
記
』
の

で
は
、
経
範
が
「
相
模
国
の
住
人
」
で
、「
将
軍
に
仕
え
て
か
ら
三
十
年
に

な
る
」
と
記
さ
れ
て
い
お
り
、
こ
の
戦
か
ら
約
三
十
年
前
に
起
き
た
平
忠

常
の
乱
の
頃
か
ら
経
範
は
頼
義
に
仕
え
て
い
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

 

（
三
）
保
元
の
乱
―
武
家
で
あ
る
平
家
・
源
氏
の
影
響
力
を
強
め
た 

源
氏
の
長
は
頼
義
か
ら
四
代
後
、
義
朝
の
時
代
に
京
で
は
皇
族
や
摂
関

家
の
内
紛
が
起
こ
り
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
武
士
が
動
員
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
後
白
河
天
皇
方
の
勝
利
で
、
こ
の
戦
に
よ
り
摂
関
家
の
勢
力
が
弱

ま
る
一
方
、
武
士
の
影
響
力
が
強
ま
り
、
公
家
か
ら
武
家
の
世
へ
移
り
変

わ
る
転
換
点
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

船
岡
山
の
悲
劇
―
保
元
物
語
の
波
多
野
義
通 

 

兄
弟
や
親
類
が
敵
味
方
に
分
か
れ
て
戦
っ
た
保
元
の
乱
は
、
勝
利
し
た
側
か

ら
敗
者
に
対
す
る
厳
し
い
処
罰
が
求
め
ら
れ
、
戦
後
処
理
で
も
悲
劇
が
起
こ
り

ま
し
た
。
軍
記
の
『
保
元
物
語
』
の
「
義
朝
幼
少
の
弟
こ
と
ご
と
く
失
は
る
る

事
」
で
記
さ
れ
る
船
岡
山
の
一
件
で
は
波
多
野
義
通
が
登
場
し
ま
す
。
源
義
朝

に
は
幼
い
弟
達
が
い
ま
し
た
が
、
敵
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
父
の
為
朝
だ
け
で

な
く
、
弟
達
も
首
を
刎
ね
よ
と
指
示
が
下
っ
た
の
で
す
。
義
朝
は
そ
の
実
行
を

家
来
で
あ
る
義
通
に
頼
み
、
義
通
は
京
の
船
岡
山
で
泣
く
泣
く
子
ど
も
達
の
首

を
刎
ね
た
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（
四
）
源
平
合
戦
と
波
多
野
氏 

 

保
元
の
乱
の
時
に
源
義
朝
に
従
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
波
多
野
氏
は
、
そ

の
後
の
動
向
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
そ
の
後
の
平
治
の
乱
で
も
源
氏
に

従
っ
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
吾
妻
鏡
の
記
述
で
は
、
源
義
朝
と
波
多
野

義
通
が
不
和
と
な
り
、
義
通
は
相
模
に
帰
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
原

因
は
義
朝
が
後
継
ぎ
と
し
た
の
が
、
波
多
野
氏
の
血
を
引
く
朝
長
で
は
な

く
頼
朝
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。 

 
そ
の
跡
を
継
い
だ
義
常
は
、
伊
豆
に
流
さ
れ
た
頼
朝
を
数
人
の
豪
族
と

共
に
訪
ね
る
な
ど
、
当
初
は
頼
朝
と
の
関
係
は
良
好
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
頼
朝
が
平
家
に
反
し
旗
揚
げ
を
す
る
と
状
況
が
変
わ
り
ま

す
。 

 

源
頼
朝
は
石
橋
山
の
合
戦
で
敗
れ
る
も
安
房
に
逃
れ
て
再
起
し
、
相
模

へ
進
軍
し
ま
す
。『
吾
妻
鏡
』
文
治
四
年
八
月
二
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、

起
こ
し
た
人 

起
き
た
国
（
場
所
） 

時 

安
倍
頼
時

あ
べ
の
よ
り
と
き

な
ど 

陸
奥
（
福
島
県
、
宮
城
県
、
岩
手
県
、
青
森
県
） 

永
承
六
～
康
平
五
年
（
一
〇
五
一
～
六
二
） 

平
定
し
た
人 

源
頼
義 

起
こ
し
た
人 

起
き
た
国
（
場
所
） 

時 

 
 

 
 

《
勝
者
》 

 
 

《
敗
者
》 

（
皇 

族
）
後
白
河
天
皇 

崇
徳
上
皇 

（
摂
関
家
）
藤
原
忠
通 

 

藤
原
頼
長 

（
平 

氏
）
平
清
盛 

 
 

平
忠
正 

（
源 

氏
）
源
義
朝 

 
 

源
為
義 

京 保
元
元
年
（
一
一
五
六
） 
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波
多
野
義
常
は
平
家
方
へ
つ
い
た
こ
と
で
、
頼
朝
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
、
頼
朝
は
追
討
の
た
め
に
下
河
辺
行
平
を
派
遣
し
ま
す
が
、
義

常
は
そ
の
到
着
前
に
松
田
郷
で
自
殺
し
ま
し
た
。
吾
妻
鏡
に
は
、
波
多
野

義
常
の
父
で
あ
る
義
通
が
源
義
朝
と
不
仲
と
な
り
、
保
元
三
年
に
京
を
離

れ
て
波
多
野
郷
に
居
住
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
長
の
母
は
波

多
野
氏
と
さ
れ
ま
す
が
詳
し
い
履
歴
は

不
明
で
、
義
朝
の
後
に
中
原
氏
へ
嫁
い

だ
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
朝
長
は
波
多

野
氏
の
領
内
で
あ
る
松
田
に
あ
る
屋
敷

で
生
ま
れ
育
ち
、
松
田
殿
と
も
呼
ば
れ

ま
す
が
、
平
治
の
乱
で
義
朝
や
頼
朝
と

落
ち
延
び
る
途
中
に
死
亡
し
ま
し
た
。 

 

三 

鎌
倉
殿
と
波
多
野
の
人
々 

 

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
時
代
の
13

人
」
で
は
、
将
軍
源
頼
朝
を
中
心

に
、
相
模
国
（
神
奈
川
県
）
を
本
拠
地
と
し
て
活
動
し
た
人
物
が
数
多
く

登
場
し
ま
す
。
波
多
野
氏
も
、
ド
ラ
マ
に
登
場
し
た
三
浦
氏
や
岡
崎
氏
と

同
様
に
、
相
模
国
で
一
大
勢
力
を
持
っ
て
い
た
武
士
団
の
一
つ
で
す
。
流

人
と
し
て
伊
豆
に
い
た
時
代
の
頼
朝
の
旗
下
に
あ
り
、
情
勢
に
翻
弄
さ
れ

な
が
ら
も
、
鎌
倉
幕
府
の
成
立
後
は
御
家
人
と
し
て
将
軍
の
下
へ
馳
せ
参

じ
た
武
士
で
し
た
。
ま
た
、
市
内
に
は
実
朝
の
首
塚
と
伝
わ
る
地
も
あ

り
、
地
元
で
大
切
に
守
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
場
面

や
人
物
と
波
多
野
氏
と
の
関
わ
り
を
見
て
い
き
ま
す
。 

 

（
一
）
岡
崎
義
実
と
波
多
野
義
景 

 

『
吾
妻
鏡
』
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
五
月
四
日
の
項
で
、
頼
朝
が
征

夷
大
将
軍
に
な
る
以
前
の
出
来
事
。
波
多
野
本
庄
北
方
の
領
有
権
を
め
ぐ

り
波
多
野
義
景
と
岡
崎
義
実
が
争
い
、
源
頼
朝
の
御
前
で
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
を
戦
わ
せ
ま
し
た
。
波
多
野
本
庄
北
方
に
つ
い
て
正
確
な
こ
と
は
判
明

し
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
波
多
野
が
南
北
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
で

き
ま
す
。 

 

波
多
野
義
景
の
外
孫
で
あ
り
岡
崎
義
実
の
内
孫
で
あ
る
先
法
師
に
対

し
、
義
景
が
代
々
所
有
し
て
い
た
領
地
の
う
ち
波
多
野
本
庄
北
方
の
土
地

を
め
ぐ
り
譲
状
を
与
え
た
と
こ
ろ
、
義
景
が
役
目
で
京
へ
滞
在
し
て
い
る

間
に
、
岡
崎
義
実
が
波
多
野
本
庄
北
方
を
「
望
み
申
」
し
、
帰
参
し
た
義

景
は
こ
れ
は
義
実
の
「
奸
計
」
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。
頼
朝
は
岡
崎
義

実
を
不
当
と
判
断
し
罰
を
与
え
ま
し
た
。
頼
朝
の
面
前
で
行
わ
れ
る
御
前

対
決
は
重
要
な
訴
訟
に
限
ら
れ
て
お
り
、
頼
朝
自
身
が
裁
決
す
る
こ
と
か

ら
も
、
こ
の
争
い
が
当
時
の
頼
朝
に
と
っ
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。 

 

（
二
）
三
浦
義
村
と
波
多
野
忠
綱 

 

建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
五
月
二
日
・
三
日
に
和
田
義
盛
の
乱
が
お
こ

り
、
鎮
圧
さ
れ
ま
す
。『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
五
月
四
日
に
そ
の
戦
功

を
め
ぐ
り
、
波
多
野
忠
綱
と
三
浦
義
村
の
ど
ち
ら
が
先
陣
を
取
っ
た
か
で

争
わ
れ
ま
す
。
三
浦
義
村
は
、
最
初
は
和
田
方
へ
味
方
に
な
る
と
約
束
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
を
違
え
幕
府
方
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
義
時
は

三
浦
へ
褒
賞
を
上
乗
せ
す
る
た
め
に
、
忠
綱
へ
功
を
譲
り
穏
便
に
す
ま
せ

る
よ
う
諭
し
ま
す
が
忠
綱
は
き
か
ず
、
将
軍
の
御
前
対
決
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
場
に
い
た
武
士
の
話
で
も
忠
綱
が
先
陣
だ
っ
た
と
証
明
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
時
に
忠
綱
が
発
言
し
た
「
盲
目
た
ら
ん
か
」
の
言
葉
が
後

の
褒
賞
に
影
響
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

七
日
に
和
田
義
盛
の
乱
で
戦
功
の
あ
っ
た
主
な
人
物
へ
の
褒
賞
が
発
表

波
多
野 

 

遠
義 

 

義
通 

 
義
常 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 

女 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

朝
長 

 
 

 
 

源
義
朝 
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さ
れ
ま
す
。
波
多
野
忠
綱
も
こ
こ
で
褒
賞
を
得
ら
れ
る
ほ
ど
の
功
は
あ
り

ま
し
た
が
、
先
の
三
浦
と
の
御
前
対
決
の
時
に
義
村
を
「
盲
目
」
と
罵
っ

た
こ
と
が
「
悪
口
（
あ
っ
こ
う
）」
と
さ
れ
、
褒
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
が
、
子
の
経
朝
へ
は
褒
賞
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
北
条
義
時
に

与
え
ら
れ
て
い
る
「
相
模
国
菖
蒲
」
は
藤
沢
市
と
も
秦
野
市
と
も
説
が
あ

り
ま
す
。「
坂
東
田
原
」
も
市
内
の
東
田
原
・
西
田
原
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
山
梨
県
内
の
地
名
と
も
さ
れ
、
国
名
で
は
な
く
「
坂
東
」
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
然
と
し
ま
せ
ん
。 

 問 

「
悪
口
」
は
、
そ
ん
な
に
重
い

罰
を
う
け
る
罪
な
の
？ 

答 

こ
の
約
二
十
年
後
の
一
二
三

二
年
に
制
定
さ
れ
た
鎌
倉
幕
府

の
法
律
「
御
成
敗
式
目
」
で

は
、
悪
口
の
罪
は
重
け
れ
ば
流

罪
、
軽
く
て
も
牢
に
入
れ
る
、

裁
判
中
に
悪
口
を
言
え
ば
負
け

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
忠
綱

と
義
村
の
裁
判
は
そ
れ
よ
り
前

で
す
が
、
法
律
が
で
き
る
前
か

ら 

裁
判
で
悪
口
を
言
え
ば
不

利
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。 

問 

ど
う
し
て
こ
の
土
地
が
褒
賞
に

な
っ
て
い
る
の
？ 

答 

和
田
合
戦
で
は
御
家
人
が
幕

府
方
と
和
田
方
に
別
れ
て
戦

い
、
敗
れ
た
和
田
方
に
味
方
し
た
御
家
人
の
土
地
は
取
り
上
げ
ら
れ
、

幕
府
方
で
戦
っ
た
御
家
人
へ
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
波
多
野
氏
も
一
族
が

両
軍
に
分
か
れ
た
の
で
、
和
田
に
味
方
し
た
人
の
土
地
が
褒
賞
に
な
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

（
三
）
源
実
朝
と
波
多
野 

秦
野
市
指
定
史
跡 

源
実
朝
の
首
塚 

 

昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
に
伝
承
史
跡
と
し
て
秦
野
市
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
源
実
朝
の
首

塚
は
、
地
元
で
「
御
首
塚(

み

し
る
し
づ
か)

」
と
呼
ば
れ
、

大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

五
輪
塔
は
、
も
と
は
木
造
だ

っ
た
も
の
を
、
建
長
二
年

（
一
二
五
〇
）
の
実
朝
三
十

三
回
忌
に
波
多
野
忠
綱
が
石

造
へ
変
え
た
と
さ
れ
、
以
後

の
五
輪
塔
は
石
で
作
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
時
に
変
え

た
と
さ
れ
る
も
と
の
木
造
五

輪
塔
は
、
現
在
は
鎌
倉
国
宝

館
へ
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
記
録
で
み
る
実
朝
の
首
と
供
養 

 

源
実
朝
の
暗
殺
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
共
通
す
る

の
は
、
甥
の
公
暁(

こ
う
ぎ
ょ
う)

に
よ
っ
て
鎌
倉
で
殺
さ
れ
、
首
を
と
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
実
朝
は
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ

の
死
は
源
氏
の
将
軍
が
こ
こ
で
絶
え
た
こ
と
を
意
味
し
、
多
く
の
御
家
人

和田合戦義秀惣門押破（江戸時代） 

源実朝の首塚 
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が
悲
嘆
し
て
出
家
し
実
朝
の
供
養
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
鎌
倉
か
ら
離
れ
た
秦
野
に
実
朝
の
首
塚
が
あ
る
の
か
。
現
在
は
そ
の

真
実
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
記
録
や
伝
説
か
ら
歴
史
の
謎
を
考

え
て
み
る
こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

 

『
吾
妻
鏡
』
建
保
七
年
（
一
二
一
九
年
）
一
月
二
十
七
日 

 

建
保
七
年
（
一
二
一
九
年
）
一
月
二
十
七
日
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
実
朝
を

殺
し
た
公
暁
は
、
そ
の
首
を
持
っ
て
後
見
の
備
中
阿
闍
梨
の
居
宅
へ
行

く
。
食
事
を
出
さ
れ
た
最
中
も
手
を
首
か
ら
離
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

問 

実
朝
は
将
軍
な
の
に
、
な
ぜ
簡
単
に
首
を
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
？ 

ま
わ

り
に
誰
も
い
な
か
っ
た
の
？ 

答 

実
朝
が
鶴
岡
八
幡
宮
で
行
っ
た
の
は
右
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を

任
命
者
（
天
皇
。
鎌
倉
で
八
幡
宮
の
神
が
代
わ
り
）
へ
感
謝
す
る
神
聖

な
儀
式
で
し
た
。
多
く
の
武
士
は
鳥
居
の
外
で
待
機
し
、
実
朝
の
ま
わ

り
は
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
公
家
と
武
装
を
し
て
い
な
い
少
数
の
武
士

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
防
衛
が
手
薄
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 

 

 

『
吾
妻
鏡
』 

同
年
一
月
二
十
八
日 

 

暗
殺
の
翌
日
、
実
朝
の
妻
は
髪
を
切
り
出
家
し
ま
し
た
。
そ
の
戒
師
は

退
耕
行
勇
で
し
た
。
ま
た
、
武
蔵
守
親
広
（
大
江
広
元
の
嫡
子
）
な
ど
御

家
人
百
人
あ
ま
り
が
実
朝
の
死
を
哀
し
み
出
家
し
ま
し
た
。
午
後
八
時

頃
、
実
朝
を
勝
長
寿
院
の
傍
ら
に
葬
り
ま
す
が
、
首
の
在
処
が
わ
か
り
ま

せ
ん
。
五
体
が
揃
わ
な
い
と
困
る
の
で
、
昨
日
に
公
氏
（
儀
式
の
前
に
実

朝
の
髪
を
整
え
た
人
物
）
が
渡
さ
れ
た
髪
を
頭
と
し
て
棺
に
入
れ
ま
し

た
。 

 

『
愚
管
抄
』
建
保
七
年
正
月
二
十
八
日 

＊ 

愚
管
抄
は
実
朝
死
後
の
二
年
後
に
僧
の
慈
円
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
記

録
。
慈
円
は
摂
関
家
で
あ
る
九
条
兼
実
の
弟
。
京
に
い
て
鎌
倉
へ
は
行

っ
て
い
な
い
の
で
、
聞
い
た
話
を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

実
朝
を
殺
し
た
公
暁
は
、
そ
の
一
番
の
家
臣
と
し
て
い
る
三
浦
義
村
の

も
と
へ
「
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
で
今
は
自
分
が
将
軍
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
そ
ち
ら
へ
行
く
か
ら
取
り
計
ら
う
よ
う
に
」
と
伝
え
ま
す
が
、
義

村
は
そ
れ
を
北
条
義
時
へ
伝
え
ま
し
た
。
義
時
は
、
公
暁
が
一
人
で
実
朝

の
首
を
持
ち
大
雪
で
雪
が
積
も
る
岡
山
を
こ
え
て
義
村
の
屋
敷
へ
行
く
と

予
想
さ
れ
る
道
へ
人
を
や
り
、
公
暁
を
討
た
せ
に
い
き
ま
す
。
公
暁
は
す

ぐ
に
討
た
れ
ず
に
逃
げ
て
、
義
村
の
家
の
板
塀
ま
で
来
て
入
ろ
う
と
し
て

い
た
と
こ
ろ
を
討
た
れ
ま
し
た
。
実
朝
の
首
は
岡
山
の
雪
の
中
を
探
し
て

出
て
き
た
そ
う
で
す
。 

 

問 

吾
妻
鑑
で
は
首
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
髪
を
代
わ
り
に
棺
へ
入
れ
た
と

書
い
て
あ
る
け
ど
、
愚
管
抄
で
は
見
つ
か
っ
た
と
書
い
て
あ
る
。
違
う
の
は

な
ぜ
？ 

答 

書
い
た
人
の
立
場
も
場
所
も
違
う
の
で
、
真
相
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
実
朝
を
供
養
し
た
後
に
首
が
見
つ
か
っ
た
り
、
ど
ち
ら
か
の

記
述
が
間
違
っ
て
い
る
な
ど
の
解
釈
も
で
き
ま
す
し
、
実
朝
の
首
塚
と

い
わ
れ
る
場
所
が
秦
野
に
あ
る
理
由
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

 

秦
野
市
重
要
文
化
財 

金
剛
寺
木
造
阿
弥
陀
三
尊
立
像 

 

金
剛
寺
に
安
置
さ
れ
る
木
造
阿
弥
陀
三
尊
立
像
（
も
く
ぞ
う
あ
み
だ
さ

ん
そ
ん
り
ゅ
う
ぞ
う
）
は
、
中
央
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
が
室
町
時
代
か
ら
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江
戸
時
代
初
期
、
両
脇
の
像
は
鎌
倉
時
代
前
期
の
製
作
と
み
ら
れ
、
今
年

八
月
に
市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
両
脇
の
観
音
菩
薩
・
勢

至
菩
薩
は
実
朝
の
没

後
間
も
な
い
頃
に
御

家
人
波
多
野
氏
ら
を

中
心
に
実
朝
の
供
養

の
た
め
に
造
立
さ
れ

た
も
の
と
推
定
さ

れ
、
源
実
朝
の
念
持

仏(

ね
ん
じ
ぶ
つ)

と

い
う
伝
承
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
形
式

か
ら
慶
派(

け
い
は)

と
呼
ば
れ
る
一
派
の

仏
師
に
よ
る
作
と
考

え
ら
れ
、
中
で
も
肥

後
定
慶(
ひ
ご
じ
ょ
う

け
い)

に
通
じ
る
特
徴

が
見
ら
れ
ま
す
が
、

同
時
代
の
別
の
慶
派
仏
師
に
よ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

 

慶
派
仏
師 

肥
後
定
慶 ―

金
剛
寺
木
像
阿
弥
陀
三
尊
立
像
を
作
っ
た
か
も
し
れ
な
い
？ 

 

平
安
時
代
に
有
力
寺
院
が
仏
像
を
作
る
よ
う
に
な
る
と
次
第
に
仏
師
が

職
業
化
し
、
平
安
時
代
中
期
に
は
大
仏
師
と
し
て
名
を
馳
せ
る
定
朝(

じ

ょ
う
ち
ょ
う)

が
あ
ら
わ
れ
る
と
、
や
が
て
そ
の
系
譜
を
ひ
い
た
流
派
が

生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
慶
派
で
、
鎌
倉
時
代
の
初
め
に
運
慶
や
快
慶

な
ど
が
活
躍
し
、
仏
師
の
主
流
を
形
成
し
ま
し
た
。 

 

肥
後
定
慶
は
運
慶
ら
の
次
世
代
に
あ
た
る
慶
派
の
仏
師
で
す
。
同
じ
定

慶
の
名
を
記
す
仏
師
は
同
時
代
で
三
人
確
認
さ
れ
ま
す
が
、
肥
後
定
慶
は

京
都
の
鞍
馬
寺
の
聖
観
音
像
な
ど
の
作
で
知
ら
れ
る
仏
師
で
、
幕
府
関
係

の
造
像
に
も
携
わ
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

臨
済
宗
の
高
僧 

退
耕
行
勇
―
金
剛
寺
を
創
建
し
た
？ 

 

 

退
耕
行
勇
（
た
い
こ
う
ぎ
ょ
う
ゆ
う
）
は
、
初
め
京
の
仁
和
寺
で
真
言

密
教
を
学
び
、
東
大
寺
で
受
戒
、
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
供
僧
と
な
り
ま
す
。

臨
済
宗
開
祖
と
な
る
栄
西
が
鎌
倉
へ
入
る
と
そ
の
弟
子
と
な
り
、
栄
西
の

後
を
継
い
で
東
大
寺
の
大
勧
進
、
寿
福
寺
や
建
仁
寺
の
住
持
を
つ
と
め
ま

す
。 

 

北
条
政
子
、
実
朝
や
そ
の
妻
な
ど
、
将
軍
家
と
も
深
い
繋
が
り
が
あ
り

ま
し
た
。
頼
朝
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
北
条
政
子
が
発
願
し
栄
西
が
開
山

し
た
和
歌
山
県
高
野
山
の
禅
定
院
は
、
実
朝
の
死
に
よ
り
そ
の
菩
提
を
弔

う
た
め
に
増
設
さ
れ
、「
金
剛
三
昧
院(

こ
ん
ご
う
さ
ん
ま
い
い
ん)

」
と
改

称
。
行
勇
が
初
代
長
老
に
就
任
し
て
い
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
の
「
実
朝
の
首
塚
」 

 

鎌
倉
市
植
木
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
で
あ
る
龍
寳
寺
（
り
ゅ
う
ほ
う
じ
）

は
戦
国
時
代
の
玉
縄
城
主
で
あ
る
北
条
綱
成
が
開
基
と
さ
れ
る
寺
で
す

が
、
源
実
朝
の
位
牌
も
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
寺
の
あ
る
地
は
七
騎
谷
と

い
う
名
で
、
公
暁
の
持
っ
て
い
た
実
朝
の
首
を
持
ち
去
っ
た
七
騎
の
武
士

が
付
近
に
隠
れ
て
い
た
と
い
う
話
か
ら
、
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
七
人
は
な
ぜ
隠
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ど
こ
へ
向
か
っ
た
の
か
。
秦
野
の
実
朝
の
首
塚
と
の
関
連
は
不
明
で
す

が
、
興
味
深
い
伝
説
で
す
。 

木造阿弥陀三尊立像 
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 鎌倉時代の秦野 

会期：２０２２年１０月８日 ～ １２月２５日 

会場：はだの歴史博物館第 2 企画展示室 

秦野市文化スポーツ部生涯学習課文化財・市史担当 

秦野市堀山下 380-３ ℡0463-87-9581・5542 

 

金剛寺の源実朝像  
 東田原にある臨済宗の大聖山金剛寺は、鎌倉で殺された源実朝の首が持ち込ま

れ供養したことに始まると伝えています。この像が寺に安置された経緯は不明で

すが、江戸時代の製作とみられ、天保１２年（１８４１）に成立の『新編相模国

風土記稿』に記されている実朝の木像はこれを指している可能性があります。着

色塗料がかなり落ちていますが、正装である束帯と冠を身に着け、手に笏を持つ

姿と思われます。当時の人々が実朝にどのような印象を持っていたのか、想像で

きるのではないでしょうか。 


